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一
　
は
じ
め
に

　
小
論
は
、
初
期
福
沢
の
人
間
観
が
「
人
種
観
」
に
近
い
性
質
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
に
着
目
し
、
福
沢
の
人
間
観
を
、
初
期
に
彼
が
接
し

た
西
洋
書
物
と
の
関
係
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
小
論
で
言
う
「
初
期
」
は
、
西
洋
の
文
物
を
日
本
に
積
極
的
に
紹
介
し
た

時
期
を
指
す
。
初
期
福
沢
の
著
作
は
一
般
的
な
西
洋
の
知
識
を
伝
え
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
初
編
が
出
た

『
学
問
の
す
ゝ
め
』
は
、
そ
れ
以
前
の
福
沢
の
著
作
に
比
べ
て
西
洋
書
物
の
単
な
る
翻
訳
で
は
な
く
、
福
沢
の
主
張
が
明
確
に
表
れ
て
い

る
た
め
、
著
作
活
動
の
転
換
点
と
言
え
る
よ
う
な
著
作
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
小
論
で
は
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
よ
り
前
ま
で
を
福
沢
著
作

活
動
の
「
初
期
」
と
す
る
。
松
沢
弘
陽
は
「
コ
ン
モ
ン
・
エ
ヂ
ュ
ケ
ー
シ
ョ（
1
）ン」
と
い
う
福
沢
の
言
葉
を
借
り
て
、
こ
の
よ
う
な
「
コ
ン

モ
ン
・
エ
ヂ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
レ
ベ
ル
の
西
欧
の
書
物
に
親
し
ん
で
来（
2
）た時

期
が
存
在
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
小
論
で
い
う
「
初
期
」

も
、
こ
の
「
コ
ン
モ
ン
・
エ
ヂ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
時
期
と
類
似
し
て
い
る
。

　
福
沢
の
初
期
著
作
の
中
で
、
彼
が
最
も
影
響
を
受
け
た
西
洋
著
作
の
一
つ
が
地
理
学
者
ミ
ッ
チ
ェ
ル
（Sam

uel Augustus M
itchell

、

1792 -1868

）
が
書
い
たSchool G

eograp

（
3
）

hy

とN
ew School G

eograp

（
4
）

hy

で
あ
る
。
こ
の
二
冊
は
、
当
時
ア
メ
リ
カ
で
広
く
用
い
ら
れ

た
地
理
教
科
書
の
旧
版
と
新
版
で
あ
っ
た
。
福
沢
は
『
西
洋
事
情
』
初
編
、『
訓
蒙
窮
理
図
解
』、『
掌
中
萬
國
一
覧
』、『
世
界
國
尽
』
等

多
数
の
著
作
の
中
で
ミ
ッ
チ
ェ
ル
を
引
用
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
地
理
書
で
あ
る
ミ
ッ
チ
ェ
ル
のSchool G

eography

やN
ew School G

eography

に
人
間
と
い
う
存
在
の
性
質
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
少
な
い
分
量
と
は
い
え
、

福
沢
の
初
期
人
間
観
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
そ
こ
で
小
論
は
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
のSchool G

eography

とN
ew School 

G
eography

を
主
な
分
析
対
象
と
し
、
人
間
観
に
お
い
て
の
福
沢
と
の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

　
ミ
ッ
チ
ェ
ル
と
福
沢
の
関
係
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
ク
レ
イ
グ
（Albert M

. Craig
）
の
研
究
が
殆
ど
唯
一
だ
と
言
え
る
。
ク
レ
イ
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グ
は
『
文
明
と
啓（
5
）蒙』
第
二
章
で
、
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
地
理
教
科
書
が
福
沢
の
初
期
著
作
に
ど
の
位
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
を
検
証
し
、

福
沢
が
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
地
理
教
科
書
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、『
文
明
と
啓
蒙
』
で
ク
レ
イ
グ
が
主
に

取
り
上
げ
て
い
る
対
象
は
世
界
を
四
つ
の
文
明
水
準
に
区
分
づ
け
た
「
文
明
段
階
論
」
に
於
い
て
の
ミ
ッ
チ
ェ
ル
と
福
沢
の
関
係
で
あ
っ

た
。
小
論
で
は
、
主
に
「
人
種
」
に
焦
点
を
当
て
て
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
著
作
か
ら
福
沢
が
ど
の
く
ら
い
影
響
を
受
け
た
か
を
分
析
す
る
。

二
　
福
沢
と
ミ
ッ
チ
ェ
ル

㈠
　School G

eography

とN
ew School G

eography

　
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
、
一
九
世
中
葉
の
ア
メ
リ
カ
で
も
っ
と
も
有
名
な
学
校
地
理
教
科
書
の
著
者
で
あ
る
。
複
数
の
地
理
教
科
書
、
地
図
、

そ
れ
ら
に
付
随
す
る
手
引
書
を
制
作
し
、
彼
の
書
い
た
地
理
書
は
何
世
代
も
の
生
徒
た
ち
に
用
い
ら
れ（
6
）た。

既
存
の
地
理
教
科
書
の
不
完

全
性
に
気
づ
い
た
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
自
ら
教
科
書
を
書
く
こ
と
に
し
、
彼
の
教
科
書
は
毎
年
四
〇
万
部
以
上
の
売
り
上
げ
を
記
録
し（
7
）た。

ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
教
科
書
以
外
に
も
、G

eneral V
iew of the W

orld

（1846

）、A
m
erican Traveller

（1851

）、U
niversal A

tlas

（1851

）
な
ど
、
二
四
点
の
著
作
を
出
版
し
た
。

　
福
沢
が
読
ん
だ
と
さ
れ
る
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
著
作
はSchool G

eography

とN
ew School G

eography

で
あ
る
。School G

eography

は
一
八
三
五
年
出
版
さ
れ
て
以
来
、
少
な
く
と
も
一
八
六
八
年
ま
で
は
次
々
と
版
を
重
ね（
8
）た。N

ew School G
eography

はSchool 

G
eography

の
改
正
増
補
版
と
し
て
一
八
六
五
年
に
出
版
さ
れ
、
現
在
一
八
七
二
年
ま
で
の
版
本
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
新
版
の
導
入
部

に
は
旧
版
と
の
違
い
と
し
て
「
全
く
新
し
い
テ
キ
ス
ト
、
地
図
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
（
9
）」

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
旧
版
と
新
版
の
間
に

内
容
的
に
大
き
な
違
い
は
な
い
が
、
人
口
や
面
積
な
ど
の
数
字
は
頻
繁
に
更
新
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
新
版
と
旧
版
の
間
だ
け
で
な
く
、
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例
え
ば
同
じ
旧
版
で
あ
っ
て
も
出
版
年
度
に
よ
っ
て
数
字
な
ど
細
か
い
記
述
は
更
新
さ
れ
、
最
新
の
情
報
を
反
映
し
て
い
る
。
主
張
の
強

弱
は
あ
る
も
の
の
、
新
版
と
旧
版
の
内
容
面
の
違
い
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
福
沢
がSchool G

eography

とN
ew School G

eography
を
両
方
と
も
読
ん
だ
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
た
め
、
小
論
で
は
こ
の
二
つ
の
書
物
を
特
に
区
別
せ
ず
に
分
析
し
な
が
ら
、
注
目
す
べ
き

点
が
現
れ
る
場
合
触
れ
て
い
く
。

　
ク
レ
イ
グ
の
検
証
に
よ
り
、
福
沢
が
読
ん
だ
の
はSchool G
eography

の
一
八
五
二
〜
一
八
六
五
年
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
版
、N

ew 

School G
eography

の
一
八
六
六
年
版
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
）
10
（
る
。
小
論
で
使
用
し
た
資
料
は
、
主
にSchool G

eography

の

一
八
六
一
年
版
、N

ew School G
eography

の
一
八
七
二
年
版
で
、
そ
の
他
にSchool G

eography

の
一
八
五
六
、
一
八
六
〇
、
一
八

六
六
、
一
八
七
〇
年
版
、
そ
し
てN

ew School G
eography

一
八
八
二
年
以
降
と
推
定
さ
れ
る
）
11
（
版
を
参
考
に
し
な
が
ら
分
析
を
行
う
。

㈡
　
初
期
福
沢
の
問
題
意
識
と
ミ
ッ
チ
ェ
ル

　
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
初
期
福
沢
の
著
作
で
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
初
期
福
沢
の
問
題
意
識
は
、
特
定
の
西
洋
思
想
家
の
著
作
を
引
用

し
、
そ
れ
を
も
と
に
自
分
の
思
想
を
作
り
上
げ
て
唱
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
西
洋
の
「
一
般
的
」
な
事
情
を
伝
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
多

く
の
福
沢
の
初
期
著
作
に
は
、「
西
洋
」
が
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の
か
を
十
分
知
ら
ず
に
、
た
だ
批
判
を
加
え
る
人
に
対
し
て

の
福
沢
の
批
判
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
こ
れ
が
当
時
福
沢
の
著
作
活
動
に
お
い
て
の
問
題
意
識
で
あ
り
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
西

洋
に
つ
い
て
詳
細
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
福
沢
の
初
期
著
作
の
独
自
性
で
も
あ
っ
た
。
三
度
に
わ
た
っ
て
西
洋
を
経
験
し
、

豊
か
な
知
識
を
積
ん
で
き
た
福
沢
は
、『
西
洋
事
情
』、『
西
洋
旅
案
内
』、『
條
約
十
一
國
記
』
等
の
著
作
を
通
し
て
、
自
分
が
身
に
つ
け

て
い
る
豊
富
な
知
識
を
紹
介
し
た
。

　
そ
の
中
で
福
沢
が
最
も
影
響
を
受
け
た
一
人
が
ミ
ッ
チ
ェ
ル
で
あ
っ
た
。School G

eography

を
入
手
し
て
読
ん
だ
福
沢
は
、
少
な
く

と
も
『
西
洋
事
情
』
初
編
を
書
い
た
一
八
六
六
（
慶
應
二
）
年
か
ら
そ
れ
を
活
用
し
、『
訓
蒙
窮
理
圖
解
』、『
掌
中
萬
國
一
覧
』、『
世
界
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図１　『訓蒙窮理図解』

図２　New School Geography

図３　『世界國尽』図４　New School Geography
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國
尽
』
等
、
兵
書
を
除
い
た
初
期
著
作
の
殆
ど
全
て
に
ミ
ッ
チ
ェ
ル
地
理
書
を
引
用
し
て
い
）
12
（
る
。
の
ち
の
『
文
明
論
之
概
略
』
で
も
述
べ

ら
れ
て
い
る
「
文
明
諸
段
階
論
」
も
、
初
期
福
沢
の
著
作
か
ら
既
に
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
元
と
な
る
書
物
が
ミ
ッ
チ
ェ

ル
の
地
理
書
で
あ
り
、
福
沢
は
そ
の
内
容
を
『
掌
中
萬
國
一
覧
』、『
世
界
國
尽
』
で
既
に
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
直
接
引
用
の
痕
跡
が
見

当
た
ら
な
い
『
西
洋
旅
案
内
』、『
条
約
十
一
國
記
録
』
に
お
い
て
も
そ
の
内
容
的
類
似
性
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
コ
ン
モ
ン
・
エ

ヂ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
時
代
全
般
に
か
け
て
、
福
沢
は
（
旧
版
と
新
版
を
含
め
た
）
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
地
理
書
を
読
み
、
引
用
し
、
そ
の
内
容
を

熟
知
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
福
沢
の
初
期
著
作
に
使
用
さ
れ
た
挿
絵
の
多
く
が
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
地
理
教
科
書
の
引
）
13
（

用
で
あ
る
こ
と
も
、
福
沢
が
ミ
ッ
チ
ェ

ル
に
深
く
影
響
さ
れ
た
証
拠
で
あ
る
（
図
１
〜
４
参
照
）。

㈢
　
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
人
間
観

　
こ
の
章
で
は
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
地
理
書
に
人
間
に
つ
い
て
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
を
分
析
す
る
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
、

地
理
学
の
こ
と
を
「
住
民
や
産
物
を
含
め
た
、
地
球
と
い
う
も
の
に
関
す
る
記
述
」
と
定
義
し
て
い
）
14
（
る
。
住
民
を
含
め
た
こ
と
に
よ
り
、

地
理
と
い
う
科
学
的
な
事
実
だ
け
で
な
く
、
人
間
に
つ
い
て
の
説
明
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
新
版
で
は
さ
ら
に
体
系
的
な
構

成
を
と
り
、
地
理
学
を
自
然
地
理
、
天
文
地
理
、
政
治
地
理
に
区
分
し
て
い
）
15
（
る
。

　
基
本
的
に
「
地
理
書
」
と
い
う
自
然
科
学
的
性
格
の
書
物
で
あ
る
た
め
、
自
然
地
理
、
天
文
地
理
、
そ
し
て
世
界
中
の
諸
国
に
関
す
る

地
理
的
記
述
な
ど
の
内
容
が
主
で
あ
る
。
人
間
認
識
分
析
の
手
が
か
り
と
な
る
内
容
は
政
治
地
理
に
関
す
る
項
目
で
、「
政
治
制
度
」、

「
人
種
」「
社
会
の
諸
段
階
」、「
統
治
制
度
」、「
宗
教
」、「
言
語
」
項
目
で
構
成
さ
れ
、
旧
版
、
新
版
と
も
に
全
部
で
一
五
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の

少
な
い
分
量
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
し
か
し
、
政
治
地
理
の
章
だ
け
で
な
く
、
各
国
の
地
理
的
記
述
に
も
含
ま
れ
、
実
質
的
に
著

作
全
体
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
地
理
書
は
ま
ず
前
半
の
約
五
分
の
一
分
量
で
地
理
的
定
義
や
項
目
区
分
が
記
述
さ
れ
、
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次
に
各
国
の
情
報
や
説
明
が
そ
の
項
目
別
に
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
各
国
の
説
明
部
分
に
地
理
的
位
置
、
面
積
、
人
口
、
産
物
な
ど
自

然
化
科
学
的
知
識
と
共
に
、
人
種
や
社
会
の
発
展
度
合
、
政
治
制
度
等
に
つ
い
て
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
英
国
の
説
明
に
は

「
世
界
で
最
も
重
要
な
国
の
一
つ
で
、
英
国
人
の
知
能
、
商
業
、
産
業
は
ア
メ
リ
カ
を
除
く
と
右
に
出
る
も
の
が
い
な
）
16
（
い
」
と
記
述
さ
れ

て
お
り
、
中
国
に
つ
い
て
は
「
中
国
人
は
秩
序
、
産
業
、
規
則
を
重
視
す
る
が
、
彼
ら
の
女
性
へ
の
待
遇
、
偶
像
崇
拝
、
一
般
道
理
を
無

視
す
る
態
度
は
国
の
格
を
下
げ
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
文
明
国
家
以
下
の
格
付
け
と
な
っ
て
い
）
17
（

る
」
と
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
述
べ
て
い
る
。

　
小
論
が
注
目
す
る
と
こ
ろ
は
、「
政
治
地
理
」
章
の
中
の
「
宗
教
」
と
「
人
種
」
項
目
で
、
二
つ
と
も
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
地
理
書
の
中
で

人
間
認
識
を
把
握
す
る
た
め
の
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
要
素
で
あ
る
。
続
い
て
登
場
す
る
「
社
会
の
諸
段
階
」
も
「
宗
教
」
と
「
人

種
」
と
関
連
す
る
重
要
な
内
容
で
あ
る
が
、
既
に
ク
レ
イ
グ
が
「
文
明
」
の
観
点
か
ら
研
究
を
残
し
て
い
る
た
）
18
（
め
、
具
体
的
な
内
容
ま
で

は
触
れ
ず
、
参
考
と
し
て
引
用
す
る
。

1
　
宗
　
教

　
ミ
ッ
チ
ェ
ル
地
理
書
に
は
全
体
的
に
宗
教
性
が
著
し
く
現
れ
て
お
り
、
人
間
の
起
源
を
も
宗
教
か
ら
引
き
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
新
版

よ
り
旧
版
に
顕
著
に
現
れ
て
い
て
、
旧
版
冒
頭
の
「
生
徒
へ
の
序
文
」
で
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
、「
初
め
に
神
は
天
と
地
を
創
造
さ
れ
た
」
と

聖
書
の
句
を
引
用
し
な
が
ら
、「
わ
れ
わ
れ
人
間
、
こ
の
地
球
に
存
在
す
る
全
て
の
物
、
太
陽
と
月
を
含
め
た
空
を
見
上
げ
る
と
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
る
す
べ
て
の
星
な
ど
、
世
界
を
構
成
し
て
い
る
す
べ
て
は
神
様
の
仕
業
に
よ
り
で
き
て
い
）
19
（

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
本
文
の
地

理
的
定
義
の
記
述
の
後
に
も
、「
こ
れ
は
、
神
様
が
い
か
に
賢
明
に
こ
れ
ら
全
て
の
も
の
を
造
っ
た
か
が
わ
か
る
証
で
あ
）
20
（

る
」
や
、「
こ
の

よ
う
な
調
和
は
神
様
の
無
限
な
知
恵
と
善
意
に
よ
る
も
）
21
（
の
」
な
ど
、
地
球
の
あ
ら
ゆ
る
地
理
的
原
理
や
法
則
が
神
様
の
仕
業
だ
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
「
宗
教
」
章
で
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
、
宗
教
の
定
義
、
神
様
の
性
質
を
明
確
に
し
て
い
る
。
宗
教
は
真
と
偽
り
に
区
分
さ
れ
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
イ
ス
ラ
ム
、
ユ
ダ
ヤ
教
が
真
の
宗
教
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
宗
教

―
バ
ラ
モ
ン
教
、
仏
教
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
（
ラ
マ
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教
）

―
は
偽
り
の
宗
教
だ
と
し
て
い
）
22
（
る
。
こ
の
よ
う
な
宗
教
区
分
は
、
国
家
間
の
優
越
性
に
帰
結
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
る
諸
国

は
そ
う
で
な
い
諸
国
よ
り
遙
か
に
優
越
で
あ
り
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
諸
国
が
行
う
植
民
地
拡
大
作
業
、
言
論
の
拡
大
、
宣
教
師
の
殉
教
に
よ

り
、
間
違
い
な
く
、
幾
世
代
の
間
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
影
響
力
は
さ
ら
に
拡
大
す
る
は
ず
で
あ
る
と
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
述
べ
て
い
）
23
（
る
。
新
版

で
は
、
上
述
し
た
神
様
の
仕
業
を
賛
美
す
る
記
述
は
す
べ
て
削
除
さ
れ
、「
宗
教
」
章
に
も
真
と
偽
り
の
宗
教
を
区
分
づ
け
る
記
述
は
削

除
さ
れ
る
な
ど
、
旧
版
の
よ
う
な
濃
厚
な
宗
教
性
は
薄
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
神
様
を
「
命
、
幸
福
を
与
え
る
存
在
で
、
且
つ
人
間
行
動

の
審
判
）
24
（
者
」
と
し
、
神
様
の
存
在
を
地
理
学
の
基
本
原
理
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
宗
教
的
優
越
性
も
相
変
わ
ら
ず
み
ら

れ
）
25
（

る
。

2
　
人
種
観

　「
人
間
は
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
か
ら
誕
生
し
）
26
（
た
」
と
い
う
記
述
か
ら
、「
人
種
」
章
は
始
ま
る
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
に
と
っ
て
こ
れ
は
地
理
学
的

「
事
実
」
で
あ
る
。
そ
の
上
、
人
種
の
説
明
が
行
わ
れ
て
い
る
。
福
沢
は
『
掌
中
萬
國
一
覧
』
に
「
人
種
」
章
を
全
訳
し
て
載
せ
て
い
る
。

　
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
こ
の
章
で
、
神
様
か
ら
誕
生
し
た
人
間
は
あ
ら
ゆ
る
理
由
に
よ
り
全
地
球
に
広
ま
り
、
様
々
な
人
種
が
誕
生
す
る
と
言

う
）
27
（

。
そ
れ
を
五
つ
に
ま
と
め
る
と
、
コ
ー
カ
サ
ス
人
（
白
人
）、
モ
ン
ゴ
ル
人
（
黄
人
）、
ア
フ
リ
カ
人
（
黒
人
）、
マ
レ
ー
人
（
茶
人
）、

ア
メ
リ
カ
人
（
赤
人
）
に
な
る
。
そ
の
う
ち
ア
メ
リ
カ
の
白
人
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
属
す
る
コ
ー
カ
サ
ス
人
は
最
も
優
越
な
存
在
で
、
ア

フ
リ
カ
人
は
最
も
未
開
な
人
種
で
あ
る
。
日
本
は
モ
ン
ゴ
ル
人
に
属
し
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
人
は
黄
色
で
、
斜
め
な
目
つ
き
を
し
て
い
る
。

全
体
的
に
根
性
が
強
く
勤
勉
だ
が
、
知
能
が
限
ら
れ
発
展
が
遅
い
。
中
国
と
日
本
人
の
多
く
が
こ
の
人
種
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
人
と
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
人
の
一
部
が
こ
の
人
種
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
人
種
の
格
付
け
が
確
実
に
見
て
取
れ
る
。
さ
ら
に
、「
人

種
」
章
の
次
に
登
場
す
る
の
は
「
社
会
の
状
態
」
章
で
、
こ
こ
で
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
「
人
種
」
章
と
同
じ
構
成
を
と
り
、
文
明
の
諸
段
階
を

五
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
説
明
を
具
体
的
な
国
家
の
例
を
挙
げ
な
が
ら
説
明
し
て
い
る
。
文
明
の
諸
段
階
を
区
分
づ
け
る
基
準
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は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
記
述
は
人
種
の
格
付
け
と
密
接
に
関
係
す
る
。
例
え
ば
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
一
番
文
明
度
の
低
い
状
態

（savage

）
の
国
の
例
と
し
て
中
央
ア
フ
リ
カ
の
原
住
民
一
部
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
挙
げ
て
い
る
が
、
人
種
の
黒
人

（
ニ
グ
ロ
）
の
例
と
し
て
ア
フ
リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
の
奴
隷
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
文
明
に
お
い

て
一
番
の
進
歩
を
成
し
遂
げ
た
国
と
し
て
ア
メ
リ
カ
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
コ
ー
カ
サ
ス
人

に
属
す
る
諸
国
で
あ
る
。
文
明
の
諸
段
階
論
は
福
沢
の
代
表
的
な
思
想
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
人
種
に
お
い
て
も
類

似
し
た
段
階
認
識
の
も
と
で
人
種
論
を
展
開
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
人
間
認
識
に
は
非
平
等
性
、
階
級
性
が
強
く
現
れ
て
い
る
。
世
界
で
も
っ
と
も
優
越
な
人
種
は
ア
メ
リ

カ
の
白
人
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
コ
ー
カ
サ
ス
人
で
、
こ
の
人
種
の
人
た
ち
は
全
て
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
り
、
最
も
文
明
開
化
の
進
ん
だ
国
を

構
成
し
て
い
る
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
地
理
書
の
中
で
、
人
間
は
個
別
的
対
象
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
な
く
、「
人
種
」
と
い
う
自
然
科
学
の

一
部
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
文
明
、
宗
教
と
有
機
的
に
結
合
し
、
格
付
け
さ
れ
て
い
る
。「
科
学
対
象
」
と
し
て
人
間
を
捉
え
る
こ
と
で
、

人
間
は
「
不
変
」
な
性
質
を
持
つ
存
在
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
天
性
」
的
に
そ
う
決
ま
っ
て
い
る
存
在
で
あ
り
、
人
間
の
格
付
け
は

後
天
的
な
要
因
で
決
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
先
天
的
、
生
ま
れ
つ
き
の
性
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
宗
教
性
と
結

合
し
て
さ
ら
に
固
く
裏
付
け
さ
れ
る
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
人
間
が
人
種
別
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
地
域
に
居
住
し
て
い
る
理
由
に
つ
い

て
「
分
か
ら
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
、
人
間
を
含
め
た
地
球
や
宇
宙
の
原
理
は
全
て
神
様
の
仕
業
に
よ
り
誕
生
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

ミ
ッ
チ
ェ
ル
地
理
書
で
科
学
と
宗
教
は
「
不
変
」
と
い
う
共
通
性
を
も
と
に
、
奇
妙
に
共
存
し
て
い
る
。

㈣
　
福
沢
の
著
作
に
現
れ
る
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
影
響

　
こ
の
章
で
は
、
福
沢
の
著
作
に
見
ら
れ
るSchool G

eography

及
びN

ew School G
eography

の
影
響
を
分
析
す
る
。

　
前
述
の
よ
う
、
福
沢
は
『
掌
中
萬
國
一
覧
』
の
「
人
種
の
論
」
で
、N

ew School G
eography

の
「
人
種
」
章
を
全
訳
し
て
い
る
。
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殆
ど
抜
け
て
い
る
個
所
な
く
原
文
に
忠
実
な
翻
訳
に
な
っ
て
お
り
、
人
種
の
外
見
は
原
文
よ
り
詳
し
く
描
写
さ
れ
て
い
）
28
（
る
。「
人
種
の

論
」
に
続
い
て
「
蠻
野
文
明
の
別
」、「
各
国
の
言
語
」
の
順
に
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、「
蠻
野
文
明
の
別
」
もN

ew School G
eography

の
「The States of Society

」
の
全
訳
で
あ
る
こ
）
29
（
と
、
ま
た
「
各
国
の
言
語
」
の
内
容
もN

ew School G
eography

の

「Languages
」
と
大
部
分
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、「
人
種
の
論
」
がN

ew School G
eography

の
「
人
種
」
の
全
訳
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、『
掌
中
萬
國
一
覧
』
に
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
人
間
観
部
分
の
多
く
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
も
こ
れ
に
よ
っ
て

確
認
で
き
る
。

　『
掌
中
萬
國
一
覧
』
に
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
人
間
観
を
借
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
。『
掌
中
萬
國
一
覧
』
は
、
福
沢

の
著
作
の
中
で
も
今
で
い
う
ポ
ケ
ッ
ト
版
の
よ
う
な
も
の
で
、
必
要
な
内
容
を
手
っ
取
り
早
く
見
つ
け
る
こ
と
、
携
帯
に
容
易
な
形
を
と

る
こ
と
が
執
筆
の
一
つ
の
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
様
々
な
地
理
学
の
内
容
の
中
で
も
重
要
と
さ
れ
る
内
容
を
簡
略
に
記
述
す
る
こ

と
が
重
要
で
、
且
つ
『
掌
中
萬
國
一
覧
』
の
執
筆
目
的
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
、
福
沢
は
冒
頭
の
「
凡
例
」
で
述
べ
て
い
）
30
（
る
。
そ
う
い
っ
た

中
で
、
福
沢
が
ミ
ッ
チ
ェ
ル
地
理
書
の
「
人
種
」
と
「
社
会
の
諸
段
階
」
を
全
訳
し
、
ま
た
「
言
語
」
の
多
く
を
引
用
し
て
載
せ
て
い
る

こ
と
は
、
そ
れ
程
福
沢
が
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
地
理
書
に
親
し
み
、
深
く
影
響
を
受
け
て
い
た
と
言
え
る
証
拠
と
な
る
。

　『
世
界
國
尽
』
に
も
、
著
作
全
体
に
か
け
て
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
影
響
が
現
れ
て
い
る
。
世
界
を
五
つ
の
大
陸
に
分
け
、
そ
れ
に
属
す
る
諸

国
の
気
候
、
産
物
、
人
の
性
質
を
記
述
す
る
と
い
う
構
成
は
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
地
理
書
と
類
似
し
、
さ
ら
に
各
記
述
の
間
に
挿
入
し
て
い
る

絵
の
多
く
を
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
地
理
書
の
絵
か
ら
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
後
半
の
「
附
録
」
で
福
沢
が
行
っ
て
い
る
地
理
学
的
定
義
作
業
も
、

ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
引
用
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、N

ew School G
eography

の
地
理
学
定
義
と
『
世
界
國
尽
』
で
の
地
理
学
定
義
を
比
較

し
て
み
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

「1. W
hat is G

eography?
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 G
eography is a description of the surface of the earth. The w

ord G
eography is derived from

 tw
o G

reek w
ords, ge, the earth, and 

grapho, I w
rite. It m

eans, therefore, a w
riting or discourse about the earth.

2. O
f w

hat part of the earth does G
eography treat?

 G
eography treats principally of the surface or outside part. It treats also of the atm

osphere w
hich surrounds the earth, and of the 

various w
inds and air-curren

）
31
（ts.

」

「
地
理
学
は
西
洋
の
語
に
て
「
じ
よ
う
が
ら
ひ
い
」
と
い
ふ
。「
じ
よ
う
」
は
地
の
義
な
り
。「
が
ら
ひ
い
」
と
は
書
く
と
い
ふ
義
な
り
。
故
に
地
理
学

は
、
地
球
上
の
こ
と
を
書
記
し
、
地
球
の
外
面
を
包
む
空
氣
の
有
様
ま
で
も
説
き
明
ら
か
に
す
る
学
問
な
）
32
（

り
。」

　
福
沢
は
『
西
洋
事
情
』
初
編
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
世
界
総
人
口
の
よ
う
な
数
字
も
ミ
ッ
チ
ェ
ル
か
ら
引
用
は
し
て
い
る
が
、
そ
の
頻

度
は
少
な
く
、
主
に
概
念
整
理
や
定
義
を
借
用
し
て
い
る
。
人
間
観
念
に
限
ら
ず
、
世
界
全
般
に
於
い
て
の
概
念
整
理
ま
で
、
福
沢
は

ミ
ッ
チ
ェ
ル
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

三
　
初
期
福
沢
の
人
間
観
分
析

㈠
　
継
　
承

　
福
沢
と
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
深
い
関
係
性
は
直
接
引
用
文
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
で
は
福
沢
は
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
人
間
認

識
を
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
、
自
分
の
思
想
世
界
に
反
映
し
て
い
る
の
か
。

　
福
沢
の
場
合
、「
人
種
」
と
「
社
会
の
諸
段
階
」、「
宗
教
」
が
有
機
的
に
結
合
し
た
人
間
観
を
見
せ
る
。『
世
界
國
尽
』
の
「
附
録
」
で
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福
沢
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　「
本
篇
の
始
に
も
い
へ
る
如
く
、
世
界
中
の
人
種
を
五
つ
に
分
ち
、
そ
の
容
貌
知
愚
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
國
々
の
風
俗
生
産
の
道
も
亦
一
様
な

ら
）
33
（
ず
。」

　
こ
こ
で
言
う
「
本
篇
の
始
」
と
は
、
以
下
の
内
容
で
あ
る
。

　「
世
界
中
の
人
の
数
は
凡
十
億
に
近
し
。
国
々
の
土
風
に
由
て
、
面
色
も
同
じ
か
ら
ず
、
知
愚
も
一
様
な
ら
ず
。
其
区
別
を
五
種
に
分
ち
、
世
界
中

に
多
少
の
割
合
左
の
如
し
。

　
欧
羅
巴
の
人
種
は
色
白
し
。
其
數
四
億
二
千
萬
人
。

　
亜
細
亜
の
人
種
は
色
少
し
く
黄
な
り
。
其
數
四
億
六
千
萬
人
。

　
亜
米
利
加
の
山
に
住
へ
る
人
種
は
色
赤
し
。
其
數
一
千
萬
人
。

　
阿
非
利
加
の
人
種
は
色
黒
し
。
其
數
七
千
萬
人
。

　
太
平
洋
に
住
へ
る
島
人
は
茶
色
な
り
。
其
數
四
千
萬
）
34
（

人
。」

　「
人
種
を
五
つ
に
分
ち
、
そ
の
容
貌
知
愚
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
國
々
の
風
俗
生
産
の
道
も
亦
一
様
な
ら
ず
。」
か
ら
確
認
で
き
る
よ

う
に
、
人
種
と
国
を
同
じ
段
階
論
の
枠
組
み
か
ら
把
握
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
種
の
段
階
論
と
社
会
の
段
階
論
が
併
行
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
初
期
福
沢
の
人
間
に
対
す
る
認
識
は
、
人
間
そ
の
も
の
を
独
立
し
た
存
在
と
み
な
す
こ
と
で
は
な
く
、「
ど
う
い
っ
た
人
種
の

人
」
や
「
ど
こ
の
国
の
人
」
な
ど
、
集
団
的
、
か
つ
段
階
的
な
認
識
を
帯
び
る
。
人
を
国
籍
別
に
区
分
し
て
格
付
け
る
こ
と
や
、
国
の
説
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明
に
於
い
て
国
民
の
人
種
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
、
福
沢
の
初
期
著
作
の
中
で
し
ば
し
ば
現
れ
て
い
る
。
西
洋
各
国
の
説
明
を
述
べ
る

際
に
、
同
時
に
人
種
の
起
源
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
こ
と
も
、
初
期
著
作
か
ら
し
ば
し
ば
見
ら
れ
て
い
る
。

　「
羅
馬
の
世
に
当
て
、「
バ
タ
フ
ィ
（
ヒ
）
ヤ
ン
」
と
唱
る
人
種
、
荷
蘭
の
地
に
住
居
し
、
好
て
戦
争
し
た
る
は
、
紀
元
前
百
年
の
こ
と
な
り
。
其
頃

ろ
近
傍
の
地
に
在
る
「
ベ
ル
ジ
ー
」
人
は
、
草
昧
の
世
に
於
て
既
に
貿
易
を
勉
め
、
此
風
習
後
世
に
博
て
荷
蘭
国
貿
易
の
基
礎
を
な
せ
）
35
（
り
。」

「
紀
元
四
五
百
年
の
間
に
、
日
耳
曼
の
北
方
に
サ
ク
ソ
ン
と
云
へ
る
人
種
あ
り
て
英
国
に
渡
来
し
、
次
第
に
之
を
押
領
し
た
り
。
此
人
種
を
ア
ン
グ

ロ
・
サ
ク
ソ
ン
と
称
せ
）
36
（
り
。」

ま
た
、
国
籍
に
よ
っ
て
人
を
格
付
け
る
叙
述
も
頻
繁
に
現
れ
て
い
る
。

「
五
大
州
の
中
、
亜
弗
利
加
、
澳
太
利
は
下
国
に
し
て
、
洲
の
内
に
国
云
ふ
国
も
な
く
、
住
人
も
、
生
れ
付
知
慧
少
な
く
し
て
余
り
学
問
も
出
来
ず
、

衣
服
其
外
諸
道
具
を
巧
者
に
作
る
事
を
も
知
ら
ず
、
先
づ
日
本
に
て
云
へ
ば
蝦
夷
位
の
も
の
な
）
37
（
り
。」

「
亜
弗
利
加
、
墺
太
利
も
其
国
の
産
物
は
多
け
れ
ど
も
、
国
人
の
生
れ
つ
き
愚
に
し
て
学
問
の
道
開
け
ず
、
道
具
仕
掛
の
目
論
見
も
出
来
ず
、
一
口
に

い
へ
ば
つ
ま
ら
ぬ
国
柄
な
）
38
（
り
。」

「（
パ
ナ
マ
の
―
筆
者
注
）
土
地
の
人
は
愚
に
し
て
、
政
府
の
世
話
も
不
行
届
な
）
39
（
り
。」

「
和
蘭
人
は
質
素
倹
約
に
て
、
学
問
に
も
商
売
に
も
出
情
す
る
よ
き
風
俗
あ
）
40
（
り
。」

「
此
国
（
フ
ラ
ン
ス
―
筆
者
注
）
の
人
は
勇
気
に
て
、
何
事
を
す
る
に
も
手
早
し
。
且
一
体
に
華
美
な
る
風
俗
に
て
、
芝
居
鳴
物
等
を
好
み
、
食
物
よ

り
も
衣
服
の
方
に
奢
る
者
多
し
。
即
ち
仏
蘭
西
人
の
着
倒
な
）
41
（

り
。」

　
こ
の
よ
う
に
、
福
沢
の
人
間
観
は
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
階
級
的
、
非
平
等
的
人
種
観
を
継
承
し
て
い
る
。
実
際
、
福
沢
は
初
期
著
作
に
於
い
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て
、
兵
書
な
ど
で
の
物
理
的
な
「
平
等
」
と
い
う
用
語
の
使
用
以
外
、「
平
等
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
殆
ど
触
れ
て
い
な
）
42
（
い
。
そ
れ
に

関
連
し
て
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
福
沢
の
「
階
級
」
認
識
で
あ
る
。
福
沢
は
『
西
洋
事
情
』
外
編
で
「
階
級
」
と
い
う
用
語
を
直
接
使
用

し
な
が
ら
、
階
級
に
つ
い
て
自
身
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
福
沢
は
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
人
間
観
に
明
確
に
現
れ
る
階
級
性
を
継
承

し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
階
級
に
つ
い
て
と
て
も
曖
昧
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
。
福
沢
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
東
洋
諸
国
に
て
は
、
国
民
の
種
類
を
分
ち
、
一
種
類
毎
に
具
り
た
る
権
威
あ
り
て
、
各
ゝ
其
職
業
を
異
に
し
、
階
級
も
亦
上
下
の
別
な
り
。
こ
れ
を

「
ケ
ー
ス
ト
」
と
云
ふ
。
此
風
俗
は
往
古
よ
り
の
旧
例
に
て
、
今
俄
に
之
を
改
め
ん
と
せ
ば
必
ず
混
乱
を
生
ず
可
し
。「
ケ
ー
ス
ト
」
と
は
人
種
の
義
に

て
、
東
印
度
の
ヒ
ン
ド
ス
タ
ン
に
専
ら
行
は
る
ゝ
風
俗
な
り
。
猶
支
那
日
本
に
て
士
農
工
商
四
民
の
別
あ
る
が
如
し
。
凡
そ
世
上
に
首
長
と
配
下
と
位

を
別
ち
、
こ
の
外
に
階
級
あ
れ
ば
其
階
級
に
随
て
必
ず
其
権
あ
り
。
奴
隷
の
法
は
文
明
の
人
に
於
て
悪
む
所
な
れ
ど
も
、
非
常
の
暴
政
を
以
て
小
弱
の

買
奴
を
抑
壓
せ
ん
と
す
れ
ば
、
其
主
人
に
て
之
を
保
護
す
る
こ
と
あ
り
。
是
即
ち
買
奴
の
法
を
以
て
人
を
救
ふ
も
の
な
り
。

　
右
の
如
く
人
民
の
種
類
を
分
つ
風
俗
は
、
蠻
野
の
民
間
に
在
て
は
或
は
適
当
す
可
き
こ
と
も
あ
る
べ
し
と
雖
ど
も
、
文
明
の
国
に
於
て
は
、
礼
儀
の

道
と
宗
旨
の
教
と
に
由
て
巧
に
其
弊
風
を
除
き
た
り
。
然
り
と
雖
ど
も
、
又
こ
ゝ
に
莽
昧
夷
俗
の
太
古
よ
り
世
に
行
は
る
ゝ
別
段
の
風
俗
あ
り
。
此
風

俗
は
、
歳
月
を
経
る
に
従
て
啻
に
之
を
棄
て
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
又
隨
て
増
補
改
正
し
、
以
て
文
明
開
化
の
一
大
助
と
為
し
た
る
も
の
な
り
。
今
英
國

に
於
て
尽
善
尽
美
の
制
度
と
称
す
る
も
の
も
、
其
本
を
尋
れ
ば
往
古
の
風
俗
よ
り
來
り
し
も
の
多
）
43
（
し
。」

　
ま
ず
、
福
沢
は
階
級
を
「
弊
風
」
と
言
い
、
明
ら
か
に
悪
習
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
古
く
か
ら
残
っ
て
い
る
「
別
段
」
の

風
習
が
未
だ
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
階
級
は
野
蛮
な
風
俗
で
、
文
明
国
に
於
い
て
は
階
級
の
よ
う
な
野
蛮
な
「
弊
風
」
が
存
在
し
な
い
、

と
述
べ
て
い
る
。「
然
り
と
雖
ど
も
」、「
別
段
」
は
古
く
か
ら
世
に
行
わ
れ
て
き
て
、
今
の
文
明
開
化
の
国
で
も
そ
れ
を
改
正
や
増
補
し
、

そ
の
風
俗
を
生
か
し
て
い
る
と
福
沢
は
述
べ
て
い
る
。
階
級
認
識
自
体
は
悪
習
で
西
洋
と
東
洋
の
差
を
つ
け
る
一
つ
の
原
因
で
あ
る
が
、
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し
か
し
西
洋
で
も
変
形
し
た
形
で
そ
の
風
習
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
、「
否
定
し
な
が
ら
も
肯
定
す
る
」
曖
昧
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
。

こ
の
個
所
は
、
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
西
洋
書
物
に
人
間
の
格
付
け
が
明
ら
か
に
な
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
福
沢
自
身
も
そ
れ
を
自
分

の
著
作
に
引
用
し
、
ま
た
西
洋
に
も
階
級
が
未
だ
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
福
沢
が
西
洋
に
は
階
級
の
よ
う

な
「
弊
風
」
が
除
か
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
一
つ
は
宗
教
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
上
の
引
用
で
福
沢
も
言
及
し
て
い
る
「
宗
旨
の
教
」
と
関
連
す
る
。
前
述
の
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
人

種
論
の
冒
頭
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
宗
教
に
お
い
て
神
様
は
地
球
に
存
在
す
る
全
て
を
造
っ
た
唯
一
な
存
在
で
、「hum

an fam
ily

」
で

あ
る
我
々
人
間
も
、
神
様
が
最
初
に
造
っ
た
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
か
ら
誕
生
し
て
い
る
。
神
様
の
下
で
人
間
は
皆
平
等
で
、
家
族
の
よ
う
な
存

在
で
あ
る
。『
西
洋
事
情
』
初
編
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
は
五
つ
の
人
種
を
描
い
て
い
る
絵
が
あ
っ
て
、
そ
の
絵
の
上
に
福
沢
は
「
四
海
一

家
五
族
兄
弟
」
と
書
き
加
え
て
い
）
44
（

る
。
人
間
を
五
つ
の
「
族
」
に
分
け
つ
つ
も
、「
兄
弟
」
と
書
く
こ
と
に
よ
り
家
族
性
を
も
強
調
し
て

い
る
。
福
沢
は
、
宗
教
性
に
つ
い
て
、
そ
の
種
類
や
異
端
の
区
別
な
ど
具
体
的
な
内
容
ま
で
は
踏
み
入
れ
ず
、「
人
間
は
神
様
に
よ
り
造

ら
れ
た
存
在
」
と
い
う
宗
教
の
大
前
提
に
注
目
し
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
福
沢
が
欧
米
の
も
の
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
文
化

圏
の
著
作
の
み
か
ら
宗
教
の
概
念
を
受
け
入
れ
、
著
作
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。
福
沢
は
初
期
著
作
に
於
い
て
多
く

の
西
洋
書
物
か
ら
様
々
な
概
念
を
受
け
入
れ
、
反
映
し
て
い
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
宗
教
の
種
類
や
概
念
を
翻
訳
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
地
理
書
と
比
べ
て
も
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
が
「
宗
教
」
章
に
お
い
て
そ
の
種
類
を
細
分
化
し
、
且
つ
そ
れ
の
優
劣
を

つ
け
て
い
る
反
面
、
福
沢
は
そ
の
部
分
を
省
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
福
沢
の
言
う
宗
教
は
欧
米
の
宗
教
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
こ
と

が
前
提
に
な
っ
て
お
り
、
宗
教
に
よ
る
差
別
性
や
格
付
け
も
考
え
る
必
要
が
な
く
な
り
、
た
だ
「
神
様
の
下
で
は
皆
は
平
等
で
あ
る
」
と

い
う
キ
リ
ス
ト
教
の
基
本
的
な
性
質
だ
け
が
残
る
。
上
で
述
べ
た
「
兄
弟
」
や
「
四
海
一
家
五
族
兄
弟
」
の
精
神
も
、
人
種
や
宗
教
の
種

類
な
ど
を
全
て
除
き
、
キ
リ
ス
ト
教
の
み
に
基
づ
い
た
認
識
な
の
で
あ
る
。
他
に
も
、
例
え
ば
『
西
洋
事
情
』
初
編
で
の
ア
メ
リ
カ
の
紹

介
に
お
い
て
、
福
沢
は
独
立
宣
言
書
を
訳
し
「
天
の
人
を
生
ず
る
は
億
兆
皆
同
一
轍
に
て
、
之
に
附
與
す
る
に
動
か
す
可
か
ら
ざ
る
の
通
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義
を
以
て
す
。
即
ち
其
通
義
と
は
人
の
自
か
ら
生
命
を
保
し
自
由
を
求
め
幸
福
を
祈
る
の
類
に
て
、
他
よ
り
之
を
如
何
と
も
す
可
ら
ざ
る

も
の
な
）
45
（

り
。」
と
、
神
様
の
生
ん
だ
人
間
は
平
等
、
生
存
、
自
由
、
幸
福
な
ど
を
求
め
る
存
在
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
の
ち
の
有
名

な
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
の
「
天
は
人
の
上
に
人
を
造
ら
ず
…
…
」
の
本
と
な
る
文
章
で
あ
る
た
）
46
（
め
、
単
な
る
引
用
文
に
と
ど
ま
ら
ず
、
初

期
福
沢
の
意
図
が
含
ま
れ
て
い
る
と
見
た
方
が
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、『
西
洋
事
情
』
外
編
で
は
「
人
間
」
と
い
う
章
を
立
て
、「
人
の
生
ず

る
や
、
天
よ
り
之
に
與
ふ
る
に
氣
力
を
以
て
し
、
之
に
附
す
る
に
性
質
を
以
て
し
、
此
氣
力
と
性
質
と
に
由
て
、
外
物
の
性
に
應
じ
、
以

て
身
を
全
し
て
、
朝
露
の
命
を
終
る
こ
と
を
得
る
な
）
47
（
り
。」
と
、
天
か
ら
与
え
ら
れ
る
気
力
と
性
質
を
も
っ
て
生
き
て
い
く
存
在
と
し
て

人
間
を
定
義
し
て
い
る
。
そ
の
天
性
に
従
う
の
が
人
間
の
「
基
本
」、
及
び
「
役
割
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
反
す
る
社
会
を
作
っ
て
い
く
な

ら
ば
必
ず
弊
が
現
れ
る
は
ず
と
福
沢
は
述
べ
て
い
）
48
（
る
。「
人
間
」
章
に
続
く
「
人
生
の
通
義
及
び
其
職
分
」
章
で
は
、「
天
よ
り
人
に
生
を

與
れ
ば
、
又
従
て
其
生
を
保
つ
可
き
の
才
力
を
與
ふ
。
然
れ
ど
も
人
、
若
し
其
天
與
の
才
力
を
活
用
す
る
に
當
て
心
身
の
自
由
を
得
ざ
れ

ば
、
才
力
共
に
用
を
為
さ
ず
。
故
に
世
界
中
、
何
等
の
國
た
る
を
論
ぜ
ず
何
等
の
人
種
た
る
を
問
は
ず
、
人
々
自
か
ら
其
身
體
を
自
由
に

す
る
は
天
道
の
法
則
な
り
。
即
ち
人
は
其
人
の
人
に
し
て
猶
天
下
は
天
下
の
天
下
な
り
と
云
ふ
が
如
）
49
（

し
。」
と
、
天
よ
り
誕
生
す
る
人
間

は
人
種
を
問
わ
ず
自
由
な
存
在
で
あ
る
と
述
べ
る
が
、
続
い
て
の
「
貴
賤
貧
富
の
別
」
章
で
は
「
人
の
生
命
を
保
ち
自
由
を
求
め
、
身
を

重
ん
じ
物
を
有
す
る
の
理
は
、
億
兆
の
人
民
同
一
轍
に
し
て
其
別
な
し
と
雖
ど
も
、
人
の
氣
質
と
才
力
と
に
至
て
は
然
ら
ず
。
或
は
穎
敏

活
潑
な
る
あ
り
、
或
は
愚
鈍
懶
惰
な
る
あ
り
、
或
は
謹
慎
勉
強
す
る
あ
り
、
或
は
放
奢
淫
佚
な
る
あ
り
、
或
は
強
あ
り
、
或
は
弱
あ
り
て
、

人
々
の
天
稟
必
し
も
一
様
な
ら
ず
。
…
…
概
し
て
之
を
云
へ
ば
人
の
知
ら
ざ
る
所
を
知
る
者
は
人
を
制
し
、
人
の
知
る
所
を
知
ら
ざ
る
者

は
人
に
制
せ
ら
る
ゝ
の
理
な
）
50
（

り
。」
と
、
階
級
を
認
め
て
い
る
口
調
を
見
せ
て
い
る
。
神
様
の
下
で
は
平
等
で
自
由
な
は
ず
の
人
間
だ
が
、

実
際
の
世
界
で
は
あ
ら
ゆ
る
格
差
が
生
じ
、
そ
れ
に
よ
り
格
付
け
が
生
じ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

　
福
沢
が
西
洋
文
明
国
の
階
級
性
を
否
定
し
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
西
洋
諸
国
へ
の
支
持
で
あ
っ
た
。
既
に
階
級
を
「
悪
習
」
と
規
定
し

て
い
る
福
沢
は
東
洋
と
西
洋
の
比
較
を
通
し
て
、
階
級
が
残
存
し
て
い
る
東
洋
と
そ
う
で
な
い
西
洋
と
の
比
較
を
通
し
て
、
西
洋
を
高
評
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価
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
著
作
に
現
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
高
評
価
、
ま
た
福
沢
本
人
の
西
洋
経
験
等
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
例
と
し
て
条
約
改
正
を
取
り
挙
げ
る
。
初
期
福
沢
は
、
日
本
が
西
洋
諸
国
と
結
ん
だ
条
約
に
対
し
て

も
否
定
的
な
考
え
を
持
た
な
か
っ
た
。
前
述
し
た
通
り
、『
唐
人
往
来
』
の
頃
か
ら
福
沢
は
日
本
が
西
洋
諸
国
と
条
約
を
結
ぶ
こ
と
に
つ

い
て
反
感
を
持
た
ず
、
む
し
ろ
無
条
件
的
に
西
洋
を
敵
対
す
る
風
潮
を
批
判
し
て
い
る
。
既
に
書
物
や
直
接
訪
問
で
西
洋
を
経
験
し
、
そ

の
実
態
を
確
認
し
て
い
る
福
沢
に
と
っ
て
、
西
洋
は
未
知
の
世
界
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。『
條
約
十
一
國
記
』
で
福
沢
は
こ
の
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
条
約
と
は
約
束
と
い
ふ
こ
と
に
て
、
此
国
と
彼
国
と
永
代
睦
じ
く
附
合
、
其
国
の
産
物
を
も
互
に
売
買
す
べ
し
と
の
趣
を
固
く
取
極
た
る
も
の
な
り
。

其
取
極
の
箇
条
を
証
文
に
認
て
両
国
双
方
の
間
に
取
替
せ
し
も
の
を
条
約
書
と
い
ふ
。
安
政
五
午
年
よ
り
今
茲
慶
應
三
卯
年
ま
で
、
西
洋
の
国
々
よ
り

日
本
に
来
て
条
約
を
結
び
、
条
約
書
を
取
替
せ
し
も
の
十
一
国
あ
り
て
、
其
国
の
人
々
日
本
の
交
易
場
に
住
居
す
る
者
も
多
し
。
然
る
に
我
国
に
て

下
々
の
人
は
外
国
の
様
子
を
知
ら
ず
、
外
国
人
を
見
れ
ば
一
口
に
唐
人
唐
人
と
い
ふ
者
多
け
れ
ど
も
、
既
に
条
約
を
も
取
結
び
し
国
の
こ
と
な
れ
ば
、

唯
其
国
の
人
を
見
る
計
に
て
、
其
人
は
何
と
い
ふ
国
よ
り
来
て
其
本
国
の
模
様
は
如
何
な
る
哉
と
い
ふ
こ
と
を
知
ら
ざ
る
は
、
あ
ま
り
不
都
合
な
る
ゆ

へ
、
こ
の
小
冊
子
に
は
其
国
々
の
大
小
、
強
弱
、
人
情
、
風
俗
、
政
事
の
立
方
を
も
極
々
あ
ら
ま
し
に
記
し
て
、
条
約
十
一
国
記
と
表
題
を
附
た
る

な
）
51
（

り
。」

　
条
約
の
不
平
等
性
に
つ
い
て
の
言
及
は
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
、
事
情
を
知
ら
ず
に
条
約
を
結
ぶ
事
だ
け
で
外
国
人
に
つ
い
て
無
知
な
姿

勢
を
批
判
し
て
い
る
。
上
の
引
用
で
福
沢
の
言
う
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
か
ら
慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）
ま
で
の
時
期
は
日
本
が
西
洋

諸
国
と
の
条
約
を
集
中
的
に
結
ん
だ
時
期
で
、
特
に
安
政
五
年
に
日
本
が
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
と

結
ん
だ
「
安
政
五
カ
国
条
約
」
に
は
治
外
法
権
、
関
税
率
の
不
平
等
、
片
務
的
最
恵
国
待
遇
な
ど
の
不
平
等
的
要
素
が
含
ま
れ
、
そ
れ
の
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改
正
は
明
治
政
府
の
先
決
課
題
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
福
沢
が
同
行
し
た
一
八
六
二
年
の
西
洋
使
節
派
遣
の
目
的
は
、
安
政
五
カ

国
条
約
の
批
准
内
容
で
あ
る
大
阪
の
開
市
と
兵
庫
の
開
港
の
延
期
、
新
潟
港
の
開
港
を
他
の
港
に
変
え
る
こ
と
等
、
条
約
改
正
の
交
渉
で

あ
っ
た
が
、
福
沢
は
そ
こ
で
条
約
の
不
平
等
性
を
考
え
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
西
洋
文
明
の
発
達
に
深
く
感
銘
を
受
け
た
。
こ
う
い
っ
た

福
沢
の
条
約
認
識
は
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
変
化
し
て
い
き
、
一
八
八
五
年
の
時
事
新
報
社
説
「
条
約
改
正
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

　「
西
洋
諸
国
の
人
が
東
洋
に
来
て
支
那
其
外
の
国
々
に
対
す
る
交
際
の
風
を
察
す
る
に
、
其
権
力
を
擅
に
す
る
趣
は
、
封
建
時
代
の
武
士
が
平
民
に

対
す
る
も
の
と
稍
や
相
似
た
る
が
如
し
。
東
洋
の
諸
港
に
出
入
す
る
軍
艦
は
即
ち
彼
れ
が
腰
間
の
秋
水
に
し
て
、
西
洋
諸
国
互
に
利
害
を
共
に
し
て
東

洋
の
諸
国
を
圧
制
す
る
は
、
武
家
一
般
の
腕
力
を
以
て
平
民
社
会
を
威
伏
す
る
者
に
異
な
ら
ず
、
啻
に
言
語
応
対
の
際
に
傲
慢
の
気
を
示
し
て
他
を
嚇

す
る
の
み
な
ら
ず
、
貿
易
上
の
実
利
に
就
て
も
東
西
相
対
し
て
明
に
不
公
平
を
見
る
可
）
52
（
し
。」

初
期
と
は
違
っ
て
、
西
洋
諸
国
と
結
ん
だ
条
約
の
不
平
等
性
を
明
ら
か
に
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
初
期
福
沢
の
西
洋
に
対

す
る
寛
大
な
目
線
が
分
か
る
事
例
で
あ
る
。

　
こ
う
い
っ
た
宗
教
精
神
及
び
西
洋
文
明
へ
の
支
持
に
よ
り
、
福
沢
は
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
階
級
認
識
を
そ
の
ま
ま
受
け
止
め
な
が
ら
も
、
階

級
認
識
自
体
は
東
洋
の
悪
習
で
西
洋
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
曖
昧
で
矛
盾
す
る
態
度
を
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
彼
の
人
間
観
に
も

反
映
さ
れ
、
初
期
福
沢
に
於
い
て
の
人
間
観
は
、
宗
教
的
観
点
か
ら
の
平
等

―
神
様
の
下
で
人
間
は
全
て
平
等
で
あ
る

―
と
人
種
的

観
点
か
ら
の
非
平
等
性
が
同
時
に
現
れ
る
。
こ
れ
は
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
地
理
書
自
体
が
持
つ
全
知
全
能
な
神
様
に
よ
る
世
界
像
と
、
人
種

を
基
準
に
し
た
人
間
の
格
付
け
か
ら
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
固
よ
り
、
こ
の
時
期
福
沢
が
読
ん
だ
西
洋
書
物
がSchool G

eography

とN
ew School G

eography

だ
け
だ
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
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し
、
同
時
期
福
沢
が
読
ん
だ
と
さ
れ
る
他
の
西
洋
書
物
に
は
、
こ
の
よ
う
な
人
間
観
が
現
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
こ
の
時
期
福
沢
が
読
ん

だ
と
さ
れ
る
「
マ
ッ
グ
ロ
ル
コ
ッ
ク
氏
地
理
韻
）
53
（

府
」
は
二
〇
〇
〇
ペ
ー
ジ
以
上
に
達
す
る
辞
書
式
書
物
だ
が
、
関
連
項
目
を
引
い
て
も

ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
よ
う
な
宗
教
的
、
階
級
的
記
述
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
地
理
書
と
共
に
福
沢
が
参
考
に
し
た
と
さ
れ

る
「
コ
ー
ネ
ル
地
理
書
」
に
も
、
そ
う
い
っ
た
記
述
は
ミ
ッ
チ
ェ
ル
地
理
書
に
比
べ
て
極
め
て
少
な
）
54
（
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
福
沢
の
初
期
著

作
に
現
れ
る
非
平
等
的
、
宗
教
性
を
基
盤
と
し
た
「
天
賦
的
」
人
間
観
は
ミ
ッ
チ
ェ
ル
か
ら
の
継
承
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

㈡
　
削
　
除

　
福
沢
の
ミ
ッ
チ
ェ
ル
引
用
に
お
い
て
注
目
す
る
べ
き
点
は
、「
日
本
」
記
述
の
削
除
で
あ
る
。

　『
掌
中
萬
国
一
覧
』
の
「
人
種
の
論
」
で
、
福
沢
は
モ
ン
ゴ
ル
人
種
に
属
す
る
国
と
し
て
「
支
那
、「
フ
ヒ
ン
ラ
ン
ド
」（
魯
西
亜
領
西
北

の
地
）「
ラ
プ
ラ
ン
ド
ル
」（
同
右
フ
ヒ
ン
ラ
ン
ド
北
方
の
地
）」
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
原
文
に
は
「The Chinese and Japanese 

com
prise a large portion of the M

ongol race. The Finns and Laplanders of Europe, also, said to belong to it

」
と
書
い
て

あ
り
、「
日
本
」
も
含
ま
れ
て
い
る
。「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
や
「
ラ
プ
ラ
ン
ド
ル
」
に
は
原
文
に
は
な
い
注
釈
を
つ
け
て
ま
で
詳
し
く
説
明

し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
は
福
沢
の
意
識
的
削
除
に
違
い
な
い
。
福
沢
は
『
掌
中
萬
國
一
覧
』
の
「
凡
例
」
で
「
此
書
抄
譯

に
係
る
と
雖
ど
も
、
書
中
毫
も
私
意
を
交
へ
）
55
（

ず
」
と
、
自
分
の
意
見
は
全
く
反
映
せ
ず
抄
訳
に
充
実
し
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
実
際
に
は

自
分
な
り
の
工
夫
を
加
え
て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
に
よ
り
確
認
で
き
る
。
ま
た
「
人
種
の
論
」
の
次
に
登
場
す
る
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
地
理
書

の
「TH

E STATES O
F SO

CIETY

」
の
全
訳
で
あ
る
「
蠻
野
文
明
の
別
」
で
も
福
沢
の
意
識
的
削
除
が
行
わ
れ
て
い
て
、「
半
開
状

態
」
の
説
明
に
お
い
て
原
文
に
は
中
国
、
日
本
、
ト
ル
コ
、
ペ
ル
シ
ア
が
主
な
国
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
）
56
（
が
、
福
沢
は
日
本
を
削
除
し
、

「
支
那
、
土
耳
格
、「
ペ
ル
シ
ャ
」
の
如
き
は
、
其
最
も
著
し
き
も
の
な
り
。」
と
書
い
て
い
る
。
さ
ら
に
『
世
界
國
尽
』
の
「
亜
細
亜
洲

の
事
」
章
に
も
日
本
は
ア
ジ
ア
諸
国
と
し
て
登
場
せ
ず
、
ま
た
、
後
半
部
分
「
地
理
学
総
論
」
の
文
明
の
諸
段
階
記
述
に
お
い
て
も
、
同
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じ
く
日
本
は
該
当
す
る
国
と
し
て
登
場
せ
ず
、「
支
那
、
土
留
古
、
ペ
ル
シ
ャ
等
の
諸
国
」
だ
け
が
挙
げ
ら
れ
て
い
）
57
（
る
。
福
沢
が
世
界
を

対
象
に
書
い
た
地
理
書
の
中
で
、
日
本
は
登
場
し
て
い
な
い
。
初
期
著
作
全
般
に
か
け
て
福
沢
は
、
世
界
の
一
国
と
し
て
の
日
本
に
つ
い

て
殆
ど
言
及
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
削
除
が
行
わ
れ
た
の
か
。
削
除
の
明
確
な
理
由
は
不
明
だ
が
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
福
沢
の
世
界
認
識
及

び
そ
の
中
で
の
日
本
の
位
置
づ
け
か
ら
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
ミ
ッ
チ
ェ
ル
が
地
理
書
で
述
べ
て
い
る
日
本
に
つ
い
て
の
記
述

は
モ
ン
ゴ
ル
人
の
説
明
、
文
明
の
諸
段
階
に
お
い
て
半
開
状
態
、
そ
れ
か
ら
国
別
記
述
に
お
い
て
の
日
本
説
明
で
あ
る
。
内
容
は
次
の
通

り
で
、
福
沢
の
翻
訳
を
借
り
た
。

「
其
人
の
性
情
よ
く
難
苦
に
堪
へ
、
勉
勵
事
を
爲
す
と
雖
ど
も
、
其
才
力
狭
く
し
て
、
事
物
の
進
歩
甚
だ
遅
）
58
（

し
。」

「
耕
作
の
法
を
知
て
稍
や
巧
を
致
し
、
藝
技
の
道
を
解
し
て
人
間
に
有
用
の
物
多
く
、
村
落
を
立
て
都
府
を
開
き
、
文
學
頗
る
盛
な
り
と
雖
ど
も
、
其

人
情
、
外
國
人
を
忌
み
、
婦
人
を
軽
蔑
し
、
小
弱
を
凌
ぐ
の
風
あ
）
59
（
り
。」

「
い
ま
だ
眞
の
文
明
開
化
に
は
至
ら
ず
し
て
、
な
か
ば
開
け
か
ゝ
り
た
る
も
の
な
れ
ど
も
、
蠻
野
に
較
れ
ば
遙
に
上
等
な
り
。
農
業
の
道
よ
く
行
屆
て

食
物
多
く
、
藝
術
も
進
で
次
第
に
巧
に
趣
き
、
都
會
を
開
き
家
居
を
飾
り
、
文
字
學
問
の
道
も
随
分
盛
な
り
。
但
し
嫉
妬
の
心
深
く
し
て
他
國
の
人
を

忌
み
嫌
ひ
、
婦
女
子
を
軽
蔑
し
弱
き
者
を
苦
し
む
る
風
あ
）
60
（

り
。」

「
女
性
は
ア
メ
リ
カ
と
ほ
ぼ
同
じ
程
の
自
由
を
満
喫
し
て
い
て
、
子
供
は
男
女
と
も
細
心
に
教
育
さ
れ
て
い
）
61
（

る
…
…
活
動
的
か
つ
聡
明
で
、
外
国
事
情

に
詳
し
）
62
（

い
。」

　
女
性
の
待
遇
に
つ
い
て
の
評
価
が
矛
盾
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る
）
63
（

が
、
全
体
か
ら
み
て
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
が
み
る
日
本
人
は
誠
実
で

は
あ
る
が
愚
昧
な
モ
ン
ゴ
ル
人
で
、
日
本
は
文
明
開
化
の
水
準
に
達
せ
ず
、
半
開
の
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
国
で
あ
っ
た
。
福
沢
の
初
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期
著
作
に
国
の
格
付
け
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
上
で
確
認
し
た
が
、
さ
ら
に
福
沢
は
既
に
海
外
で
、
そ
の
よ
う
な
格
付
け
を
直
接

経
験
し
た
。
二
度
目
の
西
洋
経
験
で
あ
っ
た
一
八
六
二
（
文
久
二
）
年
香
港
で
の
出
来
事
に
つ
い
て
福
沢
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
先
年
記
者
が
英
船
に
乗
て
香
港
に
碇
泊
中
、
支
那
の
小
商
人
が
靴
を
売
ら
ん
と
し
て
本
船
に
来
り
、
頻
り
に
乗
組
の
人
に
勧
る
ゆ
ゑ
、
記
者
も
一
足

買
は
ん
も
ん
お
と
思
ふ
て
値
段
を
押
合
ひ
、
船
中
無
聊
の
余
り
態
と
手
間
取
り
て
談
判
折
柄
、
傍
に
居
合
せ
た
る
英
人
が
此
様
子
を
見
て
情
を
知
ら
ず
、

又
例
の
支
那
人
の
狡
猾
と
で
も
思
ひ
し
こ
と
に
や
、
手
早
く
其
靴
を
奪
取
て
記
者
に
渡
し
、
二
弗
ば
か
り
の
金
を
出
さ
せ
て
之
を
支
那
人
に
投
与
し
、

物
を
も
言
は
ず
杖
を
以
て
之
を
船
よ
り
逐
出
し
け
れ
ば
、
支
那
人
は
価
の
当
否
を
論
ず
る
こ
と
も
叶
は
ず
、
一
言
も
な
く
し
て
恐
縮
す
る
の
み
な
り
き
。

記
者
は
固
よ
り
他
国
人
の
こ
と
な
れ
ば
、
当
時
こ
の
始
末
を
傍
観
し
て
、
深
く
支
那
人
を
憐
む
に
非
ず
、
亦
英
人
を
悪
む
に
も
非
ず
、
唯
慨
然
と
し
て

英
国
人
民
の
圧
制
を
羨
む
の
外
な
）
64
（
し
。」

　「
文
明
国
」
で
あ
る
英
国
へ
の
憧
憬
が
み
て
と
れ
る
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
地
理
書
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
と
、
日
本
は
半
開
の
国
と
し
て

位
置
づ
け
さ
れ
る
。
こ
れ
を
こ
の
ま
ま
日
本
の
読
者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
福
沢
が
自
国
に
対
す
る
叙
述
を
意
識
的
に

見
送
ら
せ
た
と
み
る
こ
と
が
可
能
性
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
日
本
に
対
す
る
強
い
愛
国
心
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味

す
る
か
も
し
れ
な
い
。
初
期
著
作
全
般
に
か
け
て
福
沢
は
「
日
本
」
を
削
除
し
た
が
、
決
し
て
そ
の
こ
と
を
忘
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
、
世
界
中
の
日
本
の
位
置
づ
け
と
い
う
問
題
意
識
を
福
沢
は
何
よ
り
重
要
し
て
い
た
。
福
沢
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
自
分
な
り
の

主
張
を
ま
と
め
、
論
じ
た
の
は
約
一
〇
年
後
『
文
明
論
之
概
略
』
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
膨
大
な
分
量
に
わ
た
っ
て
福
沢
は
自
分
の
日
本
論
、

日
本
人
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
福
沢
が
「
日
本
」
削
除
を
行
っ
た
第
二
の
理
由
と
し
て
「
宗
教
」
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
日
本
人
の
格
付
け
と
も
関
連
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す
る
問
題
で
あ
っ
た
。
上
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
地
理
書
の
中
で
日
本
人
は
優
秀
な
人
種
と
し
て
認
め
ら
れ
ず
、
国
も
上
等

レ
ベ
ル
に
到
達
で
き
ず
、
半
開
な
国
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
宗
教
の
理
念
は
、
そ
の
よ
う
な
秩
序
を
不
変
に
し
、
改
善
の
余
地

を
な
く
す
思
想
的
裏
付
け
と
な
っ
た
。
人
間
は
神
様
に
よ
り
生
命
を
賦
与
さ
れ
る
存
在
で
、
各
々
生
ま
れ
つ
き
の
性
質
を
持
っ
て
誕
生
す

る
も
の
だ
と
す
る
と
、
そ
の
人
間
が
後
天
的
な
努
力
で
何
か
を
成
し
遂
げ
る
行
為
は
、
地
球
上
の
全
て
を
造
っ
た
全
知
全
能
な
神
様
の
意

図
に
反
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
現
在
低
い
階
級
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
日
本
の
階
級
が
、
こ
れ
か
ら
も
改
善

の
め
ど
が
た
た
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
た
。
福
沢
が
人
間
を
語
る
と
き
に
強
調
し
た
こ
と
は
神
様
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
気
力
、

性
質
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
天
性
に
従
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
人
間
の
役
目
だ
と
し
て
い
て
、
こ
の
よ
う
な
宗
教
的
人
間
観
は
ミ
ッ

チ
ェ
ル
の
地
理
書
に
も
現
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
が
持
つ
「
天
賦
的
」
性
質
は
、
現
在
の
秩
序
を
変
え
る
こ
と
も
不

可
能
に
す
る
不
変
な
性
質
で
あ
っ
た
た
め
、
福
沢
に
と
っ
て
そ
れ
は
障
害
物
で
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
福
沢
の
考
え
も
次
第
に
変
化
し
て
い
く
。『
西
洋
事
情
』
で
は
人
間
を
「
天
」
が
賦
与
す
る
存
在
だ
と
認
識
し
、
神
様
が
賦

与
す
る
「
天
性
」
に
基
づ
い
て
生
き
て
い
く
存
在
と
し
て
の
人
間
観
を
持
っ
た
福
沢
だ
が
、
以
降
著
し
た
『
世
界
國
尽
』
で
は
変
わ
っ
た

論
調
が
見
ら
れ
る
。

「
天
然
の
地
理
は
万
代
不
易
に
し
て
、
開
闢
の
始
も
今
日
も
大
ひ
に
異
な
る
こ
と
な
し
。
さ
れ
ど
も
地
球
の
面
に
生
れ
た
る
人
の
了
簡
を
以
て
、
そ
の

地
面
を
分
ち
そ
の
界
を
定
て
各
政
府
を
立
れ
ば
、
人
民
、
共
に
そ
の
為
筋
を
思
は
ざ
る
も
の
な
し
。
是
即
ち
人
間
の
地
理
に
区
別
を
生
じ
、
世
界
中
に

国
々
の
分
る
ゝ
所
以
な
り
。
こ
の
区
別
は
固
よ
り
人
の
作
り
し
も
の
な
れ
ば
、
万
代
不
易
な
る
を
得
ず
。
争
に
由
て
師
を
起
す
も
の
あ
り
。
野
心
を
抱

て
国
を
盗
む
も
の
あ
り
。
威
力
を
以
て
土
地
を
押
領
す
る
も
の
あ
り
。
是
即
ち
諸
国
に
盛
衰
興
敗
の
変
あ
る
所
以
な
り
。
斯
く
人
の
意
を
以
て
勝
手
次

第
に
定
め
た
る
国
の
界
は
、
必
ず
し
も
海
陸
山
川
の
地
理
を
目
的
と
せ
ず
。
或
は
唯
双
方
の
人
の
約
束
し
た
る
条
約
の
書
面
に
由
て
の
み
其
界
を
守
る

こ
と
も
あ
）
65
（

り
。」
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人
間
は
天
然
の
地
理
と
は
違
っ
て
、
決
ま
っ
た
性
質
が
な
く
、
争
い
を
繰
り
返
し
、
ま
た
そ
れ
に
よ
り
世
界
諸
国
の
盛
衰
興
敗
は
変
わ

る
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
人
間
の
不
確
実
性
や
変
化
の
余
地
を
認
め
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
は
以
前
の
添
付
的
人
間
認
識
に
比
べ
る
と
変

化
し
た
論
調
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
啓
蒙
手
習
之
文
』
で
福
沢
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
人
の
種
類
の
異
な
れ
ば
、
貧
富
強
弱
異
な
り
て
、
互
に
肩
を
並
る
は
所
詮
難
き
に
似
た
れ
と
も
、
こ
は
人
心
の
自
暴
自
棄
、
同
し
四
海
の
兄
弟
に
如

何
で
賢
愚
の
別
あ
ら
ん
。
千
辛
万
苦
た
え
し
の
び
学
び
す
ゝ
め
ば
限
な
き
万
の
物
の
理
を
窮
め
、
理
非
黒
白
を
わ
き
ま
へ
て
、
徳
義
を
修
め
智
を
開
き

天
に
亜
ぐ
べ
き
人
の
勇
、
々
は
強
き
に
恐
怖
せ
す
、
仁
は
弱
き
を
侮
ら
ず
、
西
洋
人
も
お
な
じ
人
、
亜
非
利
加
人
も
同
じ
た
み
、
稚
き
と
き
に
学
ぶ
こ

そ
国
の
富
強
の
基
な
）
66
（
れ
。」

　
世
界
の
人
間
は
皆
賢
愚
の
別
も
な
く
平
等
な
存
在
で
、
西
洋
人
で
あ
れ
ア
フ
リ
カ
の
人
で
あ
れ
皆
同
じ
「
人
間
」
で
あ
る
と
は
っ
き
り

述
べ
、
学
べ
ば
誰
で
も
智
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。
人
間
の
性
質
は
神
様
を
基
準
に
し
た
「
天
賦
的
」
性
質
か
ら
「
後
天

的
」
に
変
わ
り
、
人
間
活
動
の
余
地
を
以
前
よ
り
広
め
て
い
る
。
そ
こ
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
学
び
、
つ
ま
り
啓
蒙
思
想
で
あ
る
。

㈢
　
ま
と
め

　
以
上
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
と
福
沢
の
比
較
を
通
し
て
初
期
福
沢
の
人
間
観
の
分
析
を
試
み
た
。

　
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
地
理
書
か
ら
分
か
る
人
間
認
識
は
階
級
的
、
非
平
等
、
科
学
的
、
か
つ
宗
教
的
人
間
観
に
よ
る
人
種
別
格
付
け
で
あ
っ

た
。
福
沢
は
、
こ
う
い
っ
た
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
人
間
観
を
自
分
の
著
作
に
大
部
分
引
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
い
た
。

「
コ
ン
モ
ン
・
エ
ヂ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
時
代
の
福
沢
に
と
っ
て
、
人
間
は
政
治
思
想
や
哲
学
的
に
分
析
さ
れ
る
存
在
で
は
な
く
、
地
理
的
、

科
学
的
観
点
か
ら
分
析
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
初
期
福
沢
の
主
な
関
心
事
が
西
洋
の
「
物
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
人
間
も
地
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理
的
観
点
か
ら
の
「
物
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
のSchool G

eography

とN
ew School G

eography

は
そ
う
い
っ
た
福
沢

の
人
間
観
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
書
物
で
あ
っ
た
。
福
沢
が
継
承
し
、
自
分
の
著
作
に
反
映
し
た
人
間
観
は
人
種
を
基
準
と
し
た
人

間
の
格
付
け
、
さ
ら
に
は
国
の
格
付
け
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
宗
教
は
、
科
学
と
分
離
さ
れ
ず
、

人
間
区
分
の
大
前
提
と
し
て
作
動
し
、
人
間
の
格
付
け
と
い
う
「
非
平
等
性
」
と
神
様
の
被
造
物
と
い
う
観
点
か
ら
の
「
平
等
性
」
が
同

時
に
現
れ
る
。

　
し
か
し
福
沢
が
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
地
理
書
か
ら
「
日
本
」
と
い
う
単
語
を
削
除
す
る
こ
と
で
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
全
て
は
受
け
入
れ
な
か
っ

た
。
そ
の
理
由
を
類
推
す
る
と
ま
ず
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
地
理
書
に
現
れ
る
日
本
、
日
本
人
の
位
置
づ
け
が
低
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
人

は
知
能
が
劣
っ
て
い
て
発
展
が
遅
く
、
そ
れ
に
つ
れ
て
日
本
は
世
界
の
文
明
国
に
属
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
半
開
」
な
国
で
あ
る
と
い

う
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
世
界
認
識
を
、
福
沢
は
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
人
間
観
に
現
れ
る
宗
教
的
不
変
性
は
、
そ
う
い
っ

た
秩
序
を
固
着
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
福
沢
は
、
世
界
中
の
一
国
と
し
て
の
「
日
本
」
考
察
を
見
送
ら
せ
る
と
共
に
、
そ
の
人
間

観
も
神
様
に
従
っ
て
生
き
る
人
間
像
か
ら
啓
蒙
的
人
間
観
、
つ
ま
り
世
界
の
全
て
の
人
間
を
基
本
的
に
平
等
な
存
在
だ
と
認
識
し
、
学
び

に
よ
っ
て
人
間
の
智
愚
の
差
が
決
ま
る
と
い
う
人
間
像
へ
移
行
し
て
い
く
。

四
　
お
わ
り
に

―
近
代
性
の
検
討
を
考
え
る

―

　
小
論
の
主
な
試
み
は
福
沢
諭
吉
の
初
期
人
間
観
分
析
だ
が
、
こ
の
問
題
意
識
は
「
福
沢
の
近
代
性
と
は
何
か
」
と
い
う
問
題
意
識
か
ら

始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
近
代
性
」
を
定
義
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
作
業
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
西
洋
哲
学
史
や
政
治
思

想
史
な
ど
で
語
ら
れ
て
き
た
近
代
的
性
質
が
、
初
期
福
沢
の
時
代
に
至
る
ま
で
も
、
確
実
に
位
置
づ
け
さ
れ
ず
、
揺
れ
動
い
て
い
る
こ
と

が
福
沢
の
初
期
人
間
観
分
析
か
ら
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
宗
教
か
ら
の
独
立
は
、
中
世
政
治
思
想
の
解
体
、
及
び
近
代
政
治
思
想
の
現
実
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的
前
提
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
と
し
て
語
ら
）
67
（
れ
、
そ
の
具
体
的
な
例
と
し
て
一
六
世
紀
の
宗
教
改
革
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
初
期

福
沢
の
時
代
で
あ
る
一
九
世
紀
半
ば
に
至
る
ま
で
、
宗
教
は
科
学
と
分
離
さ
れ
ず
混
用
さ
れ
、
科
学
の
一
部
と
し
て
奇
妙
に
結
合
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
小
論
で
検
討
を
行
っ
た
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
地
理
書
に
は
、
一
九
世
紀
時
代
精
神
の
揺
れ
動
き
平
等
と
非
平
等
、
科

学
と
宗
教
が
同
時
に
現
れ
る
こ
と
で
、
一
九
世
紀
時
代
精
神
の
揺
れ
動
き
が
確
認
で
き
る
。
ま
たN

ew School G
eography

の
「
人

種
」
章
の
最
後
に
は
「
注
意
：
こ
の
よ
う
な
区
分
に
よ
っ
て
人
種
の
こ
と
を
考
察
す
る
こ
と
を
「
民
族
学
」
と
い
う
が
、
こ
れ
は
地
理
学

と
は
違
う
学
問
で
、
詳
し
い
理
解
の
た
め
分
離
し
て
単
独
的
に
研
究
す
る
必
要
が
あ
）
68
（
る
。」
と
、School G

eography

に
は
な
い
注
釈
が

つ
け
ら
れ
て
い
る
。
地
理
学
と
い
う
科
学
的
性
格
の
書
物
か
ら
人
間
を
独
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
み
て
と
れ
る
部
分
で
あ
る
。

　
こ
う
い
っ
た
近
代
性
検
討
の
脈
絡
か
ら
み
る
と
、
初
期
福
沢
の
時
代
は
完
全
な
近
代
と
言
え
な
い
過
渡
期
で
あ
り
、
従
っ
て
福
沢
が
受

け
入
れ
た
近
代
性
質
も
過
渡
期
的
な
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
上
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
近
代
性
」
を
定
義
す
る
こ
と
は

極
め
て
難
し
い
作
業
で
、
そ
の
特
質
明
ら
か
に
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
そ
の
種
類
の
究
明
も
問
題
と
な
る
。
上
記
で
「
完
全
な
近
代
と

言
え
な
い
過
渡
期
」
と
述
べ
た
が
、
そ
の
前
に
「
過
渡
期
」
と
言
え
る
よ
う
な
近
代
性
の
軸
を
設
定
す
る
こ
と
す
ら
容
易
な
作
業
で
は
な

い
。
例
え
ば
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
著
作
で
階
層
的
な
人
種
観
を
明
確
に
現
し
て
い
る
が
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
時
代
は
一
般
的
に
「
近
代
」
と
言

わ
れ
る
時
代
の
最
中
で
あ
る
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
教
科
書
は
ア
メ
リ
カ
で
最
も
広
く
読
ま
れ
、
ま
た
ミ
ッ
チ
ェ
ル
以
外
に
も
一
九
世
紀
の
地

理
教
科
書
は
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
よ
う
な
階
級
秩
序
を
も
と
に
世
界
を
説
明
し
て
い
る
も
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
一
九
世
紀
初
イ
ギ
リ
ス
の
教

科
書
も
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
よ
う
に
宗
教
性
を
基
盤
に
書
か
れ
た
物
が
多
か
っ
）
69
（

た
。
し
か
し
近
代
と
中
世
の
最
も
大
き
な
違
い
と
し
て
、
宗

教
か
ら
の
解
放
に
よ
る
身
分
秩
序
の
解
体
が
挙
げ
ら
れ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
九
世
紀
に
至
る
ま
で
階
級
秩
序
が
定
説
と

し
て
論
じ
ら
れ
、
ま
た
宗
教
も
科
学
の
一
部
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
近
代
の
性
質
を
究
明
す
る
に
当
た
っ
て
極
め
て
興
味
深

い
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
福
沢
と
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
初
期
福
沢
の
人
間
観
が
「
人
種
観
」
に
近
い
性
質
を
帯
び
て
い
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る
事
実
の
究
明
の
他
、「
近
代
性
」
を
め
ぐ
る
様
々
な
議
論
の
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
点
か
ら
も
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
。

（
1
）  
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
七
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）、
六
四
頁
。

（
2
）  

松
沢
弘
陽
「
社
会
契
約
か
ら
文
明
史
へ
」（『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
第
一
八
号
、
一
九
九
一
年
）、
一
九
三
頁
。

（
3
）  

正
式
名
はM

itchell

’s School G
eography: A

 System
 of M

odern G
eography, Com

prising A
 D

escription of the Present State of 
The W

orld, A
nd Its Five G

reat D
ivisions, A

m
erica, Europe, A

sia, A
frica and O

ceania, W
ith Their Several Em

pires, Kingdom
s, 

States, Territories, ETC.

で
あ
る
。

（
4
）  

正
式
名
はM

itchell
’s N

ew School G
eography: A

 System
 of M

odern G
eography, Physical, Political, and D

escriptive; A
ccom

pa-
nied by A

 N
ew A

tlas of Forty-four Copperplate M
aps, A

nd Illustrated by Two H
undred Engravings

で
あ
る
。

（
5
）  

ア
ル
バ
ー
ト
・
Ｍ
．
ク
レ
イ
グ
著
、
足
立
康
訳
『
文
明
と
啓
蒙

―
初
期
福
沢
諭
吉
の
思
想
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
6
）  

前
掲
『
文
明
と
啓
蒙

―
初
期
福
沢
諭
吉
の
思
想
』、
五
八
頁
。

（
7
）  W

ilson, Jam
es G

rant and Fiske, John, A
ppleton

’s cyclopaedia of A
m
erican Biography, 2 vols. Bristol: Thoem

m
es, 2002,  

p. 346.

（
8
）  

ク
レ
イ
グ
（
二
〇
〇
九
）
に
よ
る
と
、
旧
版
の
最
後
は
一
八
六
六
年
で
あ
る
。
し
か
し
、
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵School 

G
eography

が
一
八
七
一
年
版
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
「advertisem

ent

」
に
は
、「In addition to careful revisions 

of the Atlas, three new
 full-page m

aps of new
 States and Territories have been given.... Philadelphia, 1868

」
と
、「
大
陸
の
細
心

な
改
正
、
三
枚
の
新
し
い
州
と
領
土
の
全
面
地
図
の
追
加
が
一
八
六
八
年
九
月
に
行
わ
れ
て
い
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
七
二
年

版N
ew School G

eography

の
旧
版
に
つ
い
て
の
記
述
に
も
、「M

ITCH
ELL

’S （O
LD

） SERIES O
F G

EO
G
RAPH

IES, REV
ISED

 AN
D
 

BRO
U
G
H
T D

O
W

N
 TO

 1868

」
と
、
一
八
六
八
年
ま
で
改
正
が
行
わ
れ
た
と
な
っ
て
い
る
。
出
版
年
度
と
内
容
の
改
正
さ
れ
た
年
度
と
の
関

係
は
明
確
に
確
認
で
き
な
い
が
、
こ
う
い
っ
た
記
述
を
考
え
る
と
、School G

eography

の
最
終
版
は
一
八
六
八
年
と
見
る
方
が
正
し
い
。

（
9
）  N

ew School G
eography, p. 2.

（
10
）  

前
者
の
場
合
は
前
掲
『
文
明
と
啓
蒙

―
初
期
福
沢
諭
吉
の
思
想
』、
六
〇
頁
を
参
照
。
後
者
の
場
合
は
、
福
沢
が
直
接
著
作
の
中
で
言
及
を
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し
て
い
て
（
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
、
二
三
七
頁
、
四
五
六
頁
、
参
照
）
新
版
と
旧
版
の
区
別
は

特
に
し
て
い
な
い
が
、
本
文
の
内
容
や
イ
ラ
ス
ト
か
ら
見
て
、
新
版
に
違
い
な
い
。

（
11
）  

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
のN

ew School G
eography

は
、
該
図
書
館
の
書
誌
情
報
に
よ
る
と
一
八
六
七
年
版
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ

の
本
に
は
出
版
年
度
の
記
載
が
な
い
（
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
地
理
書
は
す
べ
て
タ
イ
ト
ル
の
部
分
に
出
版
年
度
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
本
は
そ

れ
が
な
く
、
色
鉛
筆
で
「1865

」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
）。
内
容
を
見
る
と
、
日
本
の
人
口
を
説
明
す
る
所
に
「Population in 1882, 34, 338, 

000
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
（
三
八
一
頁
参
照
）。
従
っ
て
、
こ
の
本
の
出
版
年
度
は
少
な
く
と
も
一
八
八
二
年
以
降
と
見
た
方
が
正
し
い
。

（
12
）  

『
西
洋
事
情
』
初
編
は
旧
版
、
そ
れ
以
外
の
著
作
で
は
全
て
新
版
を
引
用
し
て
い
る
。

（
13
）  

前
掲
『
文
明
と
啓
蒙

―
初
期
福
沢
諭
吉
の
思
想
』
第
２
章
参
照
。

（
14
）  School G

eography, p. 6.

（
15
）  N

ew School G
eography, p. 8.

（
16
）  School G

eography, p. 233.

（
17
）  School G

eography, p. 297.

（
18
）  

前
掲
『
文
明
と
啓
蒙

―
初
期
福
沢
諭
吉
の
思
想
』
第
２
章
「
ア
メ
リ
カ
の
地
理
教
科
書
」
を
参
照
。

（
19
）  School G

eography, p. 6.

（
20
）  School G

eography, p. 9.

（
21
）  School G

eography, p. 21.

（
22
）  School G

eography, pp. 46 -49.

（
23
）  School G
eography, p. 48.

（
24
）  N

ew School G
eography, p. 45.

（
25
）  N
ew School G

eography, p. 45.

（
26
）  

旧
版
に
は
「Adam

 and Eve

」
と
直
接
明
記
、
新
版
に
は
「the first created pair

」
と
書
い
て
あ
る
。

（
27
）  N

ew School G
eography, pp. 32 -34.

（
28
）  N

ew School G
eography

に
は
な
い
外
見
に
関
す
る
記
述
は
、
お
そ
ら
く
『
コ
ー
ネ
ル
地
理
書
』
か
ら
の
引
用
に
見
え
る
。
コ
ー
ネ
ル
地
理

書
に
は
モ
ン
ゴ
ル
人
に
つ
い
て
、「shallow

 or olive tint; the hair is long, black, straight, and stiff; the head som
ew

hat square, the 
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forehead low, the cheek-bones broad and flat, the nose short, the eyes sm
all and obliquely set.

」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。Cornell, 

S. S., H
igh School G

eography: Form
ing Part Third of a System

atic Series of School G
eographies, N

ew
 York: D. Appleton&

 
Com

pany, 1868, p. 11.
（
29
）  
前
掲
『
文
明
と
啓
蒙

―
初
期
福
沢
諭
吉
の
思
想
』
第
２
章
を
参
照
。

（
30
）  
前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
二
巻
、
四
六
五
頁
。

（
31
）  N

ew School G
eography, p. 7.

（
32
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
二
巻
、
六
五
五
頁
。

（
33
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
二
巻
、
六
六
三
頁
。

（
34
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
二
巻
、
五
九
一
頁
。

（
35
）  

慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
）、
三
四
六
頁
。

（
36
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
、
三
五
三
頁
。

（
37
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
選
集
』
第
一
巻
、
七
三
頁
。

（
38
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
二
巻
、
一
二
一
頁
。

（
39
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
二
巻
、
一
四
八
頁
。

（
40
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
二
巻
、
一
七
五
頁
。

（
41
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
二
巻
、
一
七
九
頁
。

（
42
）  

慶
應
義
塾
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
「
デ
ジ
タ
ル
で
読
む
福
沢
諭
吉
」
で
の
検
索
に
よ
る
と
、
初
期
著
作
に
於
い
て
福
沢
が
「
平
等
」

と
い
う
用
語
を
使
っ
て
い
る
の
は
『
洋
兵
名
鑑
』
で
二
か
所
、『
英
國
議
事
院
談
』
で
一
か
所
に
過
ぎ
な
い
（
検
索
日
：
二
〇
一
六
年
九
月
一
八

日
）。

（
43
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
、
四
二
四
頁
。

（
44
）  

こ
の
絵
は
、
コ
ー
ネ
ル
の
地
理
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
コ
ー
ネ
ル
の
地
理
書
の
絵
に
「
四
海
一
家
五
族
兄
弟
」
の
よ
う
な
記
述
は
な
い
。

（
45
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
、
三
二
三
頁
。

（
46
）  

慶
應
義
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
慶
應
義
塾
豆
百
科
」
で
は
、「
最
も
有
力
な
の
は
高
木
八
尺
、
木
村
毅
の
両
氏
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
に
よ
っ

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
ト
ー
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
独
立
宣
言
の
一
節
を
意
訳
し
た
と
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い
う
説
で
あ
る
。」
と
載
せ
て
い
る
。https://w

w
w.keio.ac.jp/ja/contents/m

am
ehyakka/22.htm

l

（
検
索
日
：
二
〇
一
六
年
九
月
二
〇
日
）。

（
47
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
、
三
八
九
頁
。

（
48
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
、
三
九
〇
頁
。

（
49
）  
前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
、
三
九
二
頁
。

（
50
）  
前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
巻
、
三
九
七
―
三
九
八
頁
。

（
51
）  
前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
二
巻
、
一
七
一
頁
。

（
52
）  

慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
八
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）、
二
〇
頁
。

（
53
）  J. R. M

cCulloch, A
 D

ictionary, G
eographical, Statistical, and H

istorical of the Various Countries, Places, and Principal 
N
ational objects in the W

orld, London: Longm
ans, G

reen, and co., 1846. 

こ
の
時
期
福
沢
が
読
ん
だ
西
洋
書
物
に
つ
い
て
は
松
沢
弘
陽

『
近
代
日
本
形
成
と
西
洋
経
験
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）、
一
九
八
頁
を
参
照
。

（
54
）  

『
コ
ー
ネ
ル
地
理
書
』
に
は
ま
ず
あ
ら
ゆ
る
地
理
現
象
を
神
様
の
仕
業
と
関
連
づ
け
る
よ
う
な
記
述
は
全
く
な
い
。
ま
た
ミ
ッ
チ
ェ
ル
地
理
書

の
「
人
種
」
章
に
当
た
る
「
地
球
の
人
」
章
に
は
、
コ
ー
カ
サ
ス
人
を
「
知
能
優
秀
で
、
高
い
道
徳
性
の
持
ち
主
」
と
記
述
し
て
い
る
以
外
、
価

値
判
断
は
さ
れ
て
い
な
い
。「
社
会
の
諸
段
階
」
認
識
は
ミ
ッ
チ
ェ
ル
と
同
様
で
（
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
五
段
階
に
比
べ
て
、
コ
ー
ネ
ル
は
三
段
階
に

区
分
し
て
い
る
）、
宗
教
に
関
し
て
は
別
の
章
を
立
て
ず
、
幾
つ
か
の
種
類
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

（
55
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
二
巻
、
四
五
六
頁
。

（
56
）  N

ew School G
eography, p. 38.

（
57
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
二
巻
、
六
六
四
頁
。

（
58
）  N

ew School G
eography, p. 33.

福
沢
の
翻
訳
を
借
り
た
。
福
沢
の
訳
は
前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
二
巻
、
四
六
二
頁
。

（
59
）  N

ew School G
eography, p. 38.

福
沢
の
翻
訳
を
借
り
た
。
福
沢
の
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は
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掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
二
巻
、
四
六
四
頁
。

（
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）  N
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eography, p. 38. 

福
沢
の
翻
訳
を
借
り
た
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福
沢
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は
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掲
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福
沢
諭
吉
全
集
』
第
二
巻
、
六
六
四
頁
。

（
61
）  School G

eography, p. 301. 

（
62
）  N

ew School G
eography, p. 381. 

（
63
）  

版
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
日
本
評
価
は
変
わ
っ
て
い
く
。
一
八
八
二
年
版
の
中
で
日
本
人
の
人
種
は
一
八
七
二
年
版
の
「
モ
ン

ゴ
ル
人
」
か
ら
「
中
国
、
マ
レ
ー
、
ア
イ
ヌ
か
ら
派
生
し
た
混
合
人
種
」
に
変
わ
り
、「
活
動
的
、
賢
明
、
進
歩
的
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
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た
、
鉄
道
と
電
信
導
入
の
記
述
も
新
し
く
追
加
さ
れ
、「
近
代
文
明
の
大
部
分
の
要
素
が
導
入
さ
れ
て
い
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。N

ew 
School G

eography （1882

）, pp. 381 -382.
（
64
）  

前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
八
巻
、
六
五
頁
。

（
65
）  
前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
二
巻
、
六
六
三
頁
。
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66
）  
前
掲
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福
沢
諭
吉
全
集
』
第
三
巻
、
一
三
頁
。

（
67
）  
福
田
歓
一
『
近
代
の
政
治
思
想

―
そ
の
現
実
的
・
理
論
的
諸
前
提

―
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
）、
六
一
―
六
八
、
七
七
―
七
九
頁
。

（
68
）  N

ew School G
eography, p. 34.

（
69
）  M

arsden, W
illiam

 Edw
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